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手取川の地形
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手取川は、白山を源として日本海に注ぐ、石川県を代表する河川です。古来、

この川の水は流域の人々に多くの恵みを与えてきました。生活水や農業用水と

して、またそのきれいな水が質の良い酒造りなどの伝統産業をささえてきまし

た。近代になると発電用･工業用として地元の産業の育成に貢献し、現在その

水は、流域にとどまるだけでなく遠く、能登半島にまで供給されるようになり

ました。

　

反面、手取川は｢暴れ川｣として知られ、古くから流域の人々に多大な被害を

もたらしてきました。昭和９年７月の手取川大水害は、今も語り継がれている

大きな災害でした。

　

川は人間にとって常に都合よく流れてくれるわけではありません。特に日本

の川は、短くて急なうえ、温暖湿潤な気候のために洪水を繰り返し起こしてい

ます。しかし、それが川の自然な姿であり、川がその行為を過去何回となく繰

り返すことによって、美しい峡谷をつくったり、人々の生活の場としての平野

をつくりだしてきたのです。

　

過去、そして現在も行われ続いている手取川の営みによってつくられた地形

について紹介していきます。
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２

川のはたらき

　

地表に降った雨や雪は、一部は蒸発し、一部は地下水などによって地中に蓄

えられ、残りは川となって海や湖に注がれます。川は水を運ぶだけでなく、そ

の水を媒介として、大地を削り、その土砂を運び、谷を埋め、平野を

つ

くるは

たらきがあります。一般に、この川のはたらきを

侵食･

運搬・堆積作用といい、

まとめて河川の三作用といいます。

　

侵食は、川が地表を削り込むはたらきで、川の底を削る下方侵食、川の側面

を削る側方侵食に分けられ、深い谷を

つ

くったり、川が曲がりくねったり(蛇

行)します。また、山間地の川沿いの斜面では、地すべりや斜面崩壊・土石流

がおこります。山はこれらのはたらきによって主に削られます。

　

運搬は、削られた土砂を運ぶはたらきです。砂粒などが水中に漂いながら運

ばれたり

、礫

や岩などが川底を飛び跳ねたり、転がったり、すべりながら移動

します。また、化学的に溶け込んだ物質がイオンの形で運ばれたりもします。

　

運ばれた土砂は、流速や水量の減少とともに堆積していきます。扇状地や三

角州は、この堆積作用によってできた平地です。

　

侵食、運搬、堆積のうちどの作用がはたらくかは、流れの速さと土砂の粒の

大きさ(粒径)によって決まります。

粒径と侵食・運搬・堆

積作

用

土砂は、粒の大きさによって

泥・砂・

礫な

どにわけられる．

この図は粒の大きさと川の流速

の違いによってどんな作用がは

たらくかをあらわしたもの.

(｢日本の川｣

、

1995より一部改変)

川の

三

作用



　

侵食は、粒径が小さいほど動きやすいわけでなく、0.5

mm

前後の砂が

一番

動

きやすくなります。ただし

、

小さい粒径のものは、いったん動きはじめると流

速が遅くても

運

ばれ

つ

づける、つまり遠くまで

運

搬される特徴があります。

粒

径が

大

きいものは、流速が大きくないと動きませんが、流速が落ちるとすぐ堆

積してしまいます｡

　

ふだん、お

だ

やかに川が流れているときには、川の水も澄んでいます｡しか

し、ひとたびたくさんの

雨

が降ると、川の様相は

一

変し、水かさが増し、茶色

の濁った

水

がいきおいよく流れます。時には川底からゴ

ツ

ン、ゴツンといった

岩がぶつかり合うような

音が

してくる場合もあります。

　一

般に、川の侵食力は流速の２乗に比例して増

大

するといわれ、同時に運搬、

堆積作

用

が活発におこり、洪水が激しければ激しいほど地形は

大

きく変化しま

す

。

山間地では、この洪水時の大量の雨によ

っ

て斜面崩壊や

土

石流、時にはも

っと規模の

大

きい

大崩

壊が起こり、地形の変化を際だたせます

。

(鶴来町

一

の宮大橋から上流部)

３

洪水時に地形は大きく変化する



手取川という川

　手取川

は、長さ約77km、流域面積は約809k

㎡

の石川県内での

最長

河川です。

その流れは、

白

山(標高2

,702ｍ

)を源流とし、

上

流は牛

首川

(本流)と尾添川(支

流)の２流域からなります。

　

本流の牛

首川

は

西

流した

後、大

道谷川(長さ７

km

)を合流して北流し、

尾口村

瀬戸野付近で

尾

添川(27km)を合わせ、さらに瀬波川(I4k

m

)、

大日川

(36km)、

直海谷

川

(16k

m

)を

合

し、鶴来で流れを西に向け美川で日本海に

注

いでいます。

全国には流域面積が

1,

000km2以

上

の河川が51あり、

全国

的に

見

れば、そう規模

の大きな河川であるとはいえません

。

しかし、流域の90％以

上

が山

間

地であり、

勾配がきつく、急な

日

本の河川の

中

においても特に急であり、この点について

限

れば第

一級であるといえます。　

流域内の年降水

量

(1979

～1990

年の年平均降水量)は、鳥越(標高18

0ｍ

)で

2

,

883mm、

白

峰(48

0ｍ

)で3

,

052

mm

もあり、日本の年平均降水

量

(およそ

1,

70Omm)と比べても

大

変多いといえます。

4,000mm

をゆうに越した観測デー

タもあり、1917年中宮(456

ｍ

)での年降水

量は、

5

,

511mmを数えました。また、

源流部は、白山火山が形成されるなど起伏が

大

きく、その地質とあいまって地

すべりや斜面崩壊が激しく起こっている地域です。

　

この地形、地質、気象条件から手

取

川は侵食が活発に行われている河川です。

過去、このことが

大

きな水害をもたらしたりもしましたが、反面、特色ある地

形を

つ

くりだしてきたともいえます。

４

河川の勾配図（「白山と生きもの

たち」,1982より一部改変）



手取川流域

５



柳谷川の大規模地すべり地形

　

白山をひ山する人の多くは｢砂防新道｣と呼ばれる登山道をなって山頂を日指

します。この登山道は柳谷川源流部の

甚之

助谷と別当谷にはさまれた尾根づた

いに伸びています。尾根といっても、とがった尾根でなく、丸みを帯びた比較

的なだらかな尾根です。実は、この尾根は地すべりの活動によって移動した部

分(地すべり地塊)にあたり、柳谷川源流部全体が大きな地すべり地形になって

いるのです。

　

地すべりとは、比較的広い地域の

土

や岩が、固まりとなって、ゆっくりとす

べり落ちる現象です。この地すべりの活動によってできた地形が地すべり地形

です。典型的な地すべり地形には、

土

や岩がすべり落ちた後に、滑落

崖と

呼ば

れる、半円形の急崖ができます。その前

面

には、平行するいく

つ

かの副次滑落

崖が

生

じ、そこに池や凹地が生成する場合もあります。また、リッジと呼ばれ

る、移動した

土

や岩の押し出しによる高まりができたりします。

　

弥陀ヶ原の黒ボコ岩のあるあたりを頂点として｡南龍ヶ馬場に

続く

尾根､観光

新道

が通る尾根に

囲

まれ､馬蹄形の形をした

柳谷

川の源流部は､典型的な地すべ

り地形の形をしています(

裏表紙写真)。

つまり

、

尾根から

続く

急斜面が滑落崖で、

その前面に続く比較的緩やかな斜

面

､すなわち

甚之

助谷と別

当

谷の

間

の尾根が

地すべりによってすべり落ちた部分になるわけです。甚之助谷と別当谷は､この

地すべり地塊を刻んでいる谷です。砂防新道を

登っ

ていくと､途中急な

上

りがあ

ったり､逆に下るところがでてきたり､あるいは

溝が

あったりしますが､これら

は地すべりの活動によってできた副次滑落

崖や

リッジなどにあたるわけです。

６

典型的な地すべり地形

(古谷,1980より一部改変)



柳谷川流域全体が大きな地すべり地形であることを示す図（守屋,1991より一部改変）

　

柳谷

川

流域周辺の地質は、

手取層群

の砂

岩

･

頁岩の互層

からなり、このうち

頁岩

が粘

土

化しやすく、時には温泉作

用

の影響を受けてそれが滑剤となって地

すべりが引き起こされたものと思われます。そしてこの地

す

べり地形は現在も

移動を続けているのです｡しかも、そのすべり

面

の

最下層

は、

甚之

助谷の谷底

より

下

にあり、この両側に

挟ま

れた

尾

根だけでなく、谷自体が現在も移動して

います。

　

また､この地域には､通称

｢別当

くずれ

｣

あるいは

｢別当

の

大

くずれ

｣

と呼ばれる

別当谷の谷斜面が

大

きくくずれた跡が残

っ

ています

。

崩壊物の総

量

は､165

万ｍ3

にも及び現

在も

60万

ｍ3

が

下

部に残っていると報

告さ

れています｡これは昭和９

年(1935

)7月の梅雨

末

期の集中

豪雨にともないくずれたもので

す

。

くずれた

土砂

は､

大

規模な土

石流を発

生

させ、

下

流の

市

ノ瀬

などに

大

変な被害を

与

えまし

た。　

地すべり地形は、この柳谷川

だけでなく、

手取層群

が分布す

る

牛首川

流域にかけて数多くあ

ります

。７

別当くずれ



　市ノ瀬

は、湯の谷川と

柳谷

川の合流地点にある谷あいの平

坦

地です

。

現在旅

館

１

軒があるほか野営場や自然観察

園路が

整備

さ

れ、

白

山登山の拠点の

一

つに

なっています｡しかし、昭和の初期ごろまで、ここに

集落

があり、湯の谷川へ

入

ったところには温泉宿(白山温泉)もありました。

　

昭和９年

７月

、梅雨末期の活発な

前線の活動により、北陸の各地は記

録的な豪雨に襲われました。降雨が

集中し

たのは、９

日昼

頃から

11日

の

朝にかけてのことで、

白

峰での７月

10

日

9時

～11日9

時にかけての

雨量

は352mmに達しました｡この雨量が

現在でも白峰の

日雨最大

の観測記

録です｡これより山間地の市ノ瀬な 市ﾉ瀬の被害を伝える新聞(北

國

新聞昭和9年7月14日号外)

ど

上

流部にはもっと多

量

の

雨

が降ったと思われます、それに前

年

からの

大

雪が、

低温傾向により梅雨期まで人量に山間部に残

っ

ており、この融

雪水

も加わって、

手取

川が

大

氾濫を起こしました｡流域一帯で死

者･

行方不

明者

数

百十数名を

数え

る

大

災害でした。特に

市ノ

瀬

集落

と白山温泉は

上

流から押し寄せてきた

土

石流

に襲われ、死者・行

方

不明者が

五十名以上に

達しました。

　土石

流は、

大量

に雨が降ったときなどに、谷斜

面

の崩壊した

土

砂や谷底にた

まっていた土砂が水と混ざって一気に流れ

下

るもので、時には直径数ｍほどの

岩

も流されていきます。昭和９年の７月

11日

には、市ノ瀬にもこの土石流が柳

谷川や湯の谷川から押し寄せてきました。

　

当時、白山温泉で水害に遭い。生き残った

人

の証言によると、いったん水が

止

まったかと

思

えば、今度は

一

気に鉄砲水が押し寄せてきたと証

言し

ています。

８

昭和９年土石流段丘

昭和９年手取川

大

水害

市ノ瀬の昭和９年土石流段丘



これは、

上

流部で崩れた

土

砂によ

って

川が

堰

きとめられ、

土

砂や水がダムア

ッ

プ

さ

れた状態にな

り、

それが水

圧

が増すことによ

っ

て壊れ、たま

っ

ていた

土

砂

や水がいっせいに押し流

さ

れたと

考え

られます｡また、柳谷川からは、

先

ほど

説明した

「別当

くずれ」が起こって、その

土

砂が

土石

流になって

大量

に流れて

きました｡

　

こうした

大規模な土石

流に

市

ノ瀬は襲われ、

埋

まってしま

っ

たのです

。

次の

ように

当

時を語っている人もいます｡

一

ノ瀬(

著者注;市

ノ瀬)･永井旅館の

位置

は、人間がいまのようにして、住めるよ

うな処ではなかった

。

絶

壁や

ったん

や。

洪水で、川底が

上

がり、台地のようになったもんじや

。三十

メートル程、川底が

高くなったというのでなく

、百

メートルをはるかに越す

埋まり方

なんでなかろう

か。もっとかな。信じられんという人は、

白

山を知らん人やな(昭和９年水害を

語る会、1984より)。

　

今の

市ノ瀬

の姿から想像できないような歴史がここにはあるのです

。

現在は

、

この

土石

流堆積

面

を川が

侵

食して

段丘化

して今日に

至っ

ています

。

この

昭和9

年

土

石流段

丘

は、

別当出合

から

白

峰集落の

間

に点在して

残っ

ています

。

昭和９年水害直後の白山温泉付近（「石川県大水害写真」,1934より）と現在の市ノ瀬

９



百万貫岩

　

白峰と市ノ瀬のほ

ぼ

中間あたりの牛首川に、高さ10

ｍ

ほどの大きな岩が10数

個点在しています。そのうちで最も大きな岩は、古くから“百万貫岩”といわ

れています。県道沿いに立っている説明板には、大きさについて鳥さ15

ｍ

幅

23

ｍ

と記されています。平成７年(

19

95)に建設省北陸地方建設局金沢工事事務

所によって、最新の

測量

機器とコンピューターを

用

いて体積が測定され、同時

に重量も計算されました。それによると、体積が1,890

ｍ

3で、計算された重量

は4

,

839トンでした。4,839トンを昔の尺貫法に直すと約129万

貫

になり、百万

貫

岩という名称は

、

当たらずといえども遠からずです。当を得た名称だったとい

えます。この名称は古くからのものですが、当時でも、ある程度重さを推定す

る方法があったのかもしれません。

　

百万貫岩やその付近の

大

きな岩は、昭和９年の

大

水害の際に、土石流によっ

て宮谷川から運ばれたものです。これらの巨岩は砂が集まってできあがった砂

岩で、そのなかに石英の粒子からなる非常に硬い円

礫を

含むのが特徴です。こ

の付近で産する岩とは異なります。

　

宮谷川は百万貫岩より上流約

１km

の位置で牛首川に合流する川です。巨岩

のふるさとは、その合流点より上流約２

km

入った所と考えられています。そ

の付近は川幅が狭くなり、百万貫岩のような特徴をもった大きな岩が何個か残

基図は国土地理院発の2.5万分の１の地形図「加賀市ノ瀬」を使用．

10



百万

貫

岩が昭和９年の

大水害の前にあったと

考えられているところ

百万

貫

岩

されています、

当

時そのあたりで、

大

きな

岩

によ

っ

て、

天

然のダムができあが

っていたと思われます、そのダムが昭和９年の

大

水害の際に決壊し、

巨岩が土石

流と

共

に一気に

宮

谷川を

下

り、

手取

川本流に入って、現在の位

置

まで流され

てきたと考えられています、

百万貫岩

などの

巨岩

のある位置は、

上

流に比べて

川幅が広がるところです

。

そこまで

巨岩

を運んできた

土石

流も、川幅が広がる

ことによって流れも遅くなり、その付近で

巨岩は止

まったのでしょう。

　

何

千

トンもある巨

岩

を

運

んだ昭和９年の

土石

流は、想像を絶するほどの

大

き

な力を持っていたのでしょう｡川の流れは、ふだんは静かでも、いったん

荒れ

狂うと、とて

つ

もない力を

だ

すことを

百万貫岩

は

語

っているのです

。11



崩壊の激しい中ノ川

　手取

川流域のなかで

標高の高

い地域は

、

およそ

十

数万年前以降の比

較的

新し

い時代に形成された

白

山火山噴出物の分布する地城を除いて、

一

般に

険しい

地

形をなしています

。

山

全体

が

隆起

すると

共

に、

主

にそこに流れる多くの河川に

よる侵食作

用

によ

っ

て、険しい地形が作られるのです

。　侵食の

程度は場所によ

っ

て

異

なります

。手取

川流

域

のなかでは、尾添川支流

の丸石谷や

中

ノ川、

蛇

谷の流域が特に

急峻

で

、

深く

切り

込んだ谷

(Ｖ

字谷

)

と尖

った山

稜の

連なりが特徴となっています

。

これらの河川は、標高約55

0ｍ

あた

りで合

流し尾添川になりますが、その源流

部は

標

高2,000ｍを

越えており、起伏

量

が

大

きいことが特徴です

。

この地域を構成す

る岩石は、6,000～7,000万年

前

に形成された硬い凝灰

岩

、深く

下方

侵食されましたが、谷

幅は

広がらず、急

傾斜地に多い斜面崩壊地が多くみられます

。

温

泉な

どによって、地盤がもろく

な

っ

ているのも、それらの活動を活発にさせている

要因

と

考え

られ、この

影響

は

中ノ川

において特に見受けられます

。　

河川による侵食の程度がどのくらいであったのか、興味のあるところです

。

中ノ川の

上

流域には、かつて標

高約

3

,

O

00ｍ

の

古

白山火山がありまし

た。主に中

ノ川の侵食によ

って

火山

体の

中心部分

がな

くなり、山頂があったとされるとこ

12

中ノ川支流の地獄谷

かつ

て

の古白山が存在

していた．



ろは

現在の中

ノ川の河

床で、標高は約1,800ｍになっています。古白山

火山の誕

生は

十数万年前

なので、

古白山

火山を復

元

することによ

っ

て、

中

ノ川流域の侵

食

量を推定す

ることができます

。　

推定された値は、1km

2

あた

り１

年に約4

,

2

00ｍ3侵食

されたというもので、こ

こ

十数万年間の平

均的な値です

。侵食量はダムに堆積する土砂の量から

も、あ

る

程度推定す

ることができます

。手取

川流域では、

尾添川下

流

の御鍋

砂防ダム

や、

白山南部の手取

川

上流

の

赤岩砂防ダ

ム、

市

ノ瀬

砂防

ダム、

猿壁砂防ダ

ムで

ダムに堆積する

土

砂の

量

が測定されています

。測定

された値は、流

域１

km2あ

た

り１

年に約1

,000～4,300ｍ3の土砂量

がダムに

堆積しているというものです。

これらの値と比較してみると、

中

ノ川流域の

侵食量は手取川流域の中でも上位

に

位置す

るようです

。　日

本列島における

侵食量は

、外国に比べて

降雨量が

多く、地殻の変動が

激し

いため、

世界平均の４～８倍

といわれています

。

その

平均値は１㎞2あたり１

年に400

～500ｍ3

もいわれています

。中ノ川の侵食量が、日本

の河川の中で

も第一級

のもの

と

いえる

でしょう

柳谷川につくられている砂防ダム

上流からの土砂を堆積している．
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蛇谷の雪崩とアバランチ・シュート

　蛇谷

は

白山

地域の中でもとりわけ

急峻

な峡谷地形をなすところです

。

谷底から

稜線

部ま

で、その比

高差

は、およそ

900ｍ

に達するほどです

。　

石川県

白山

自然保護

セ

ンターの中宮展

示館はこの蛇谷

沿い

にあります

。平成

８

年2月、

この展示館が雪

崩

の被害に遭い、

建物が

半

壊してしまいました

。蛇

谷では

この年、展示

館

を

襲っ

た雪

崩

以外にも

大

規模な雪

崩

が多く発生しており、急峻な

峡谷であるこの谷は、豪

雪

地帯である

白

山地城にあって、とりわけ

雪崩

が発生し

やすい場所であるといえます

。　雪崩が

頻繁に

発生

するような谷には

雪

崩

道が

できます

。

この雪崩

道に

は特徴的

な地形ができることがあります

。

一般的

な

主に

流水で削られた、

谷

の横断

面

はＶ

字

型

になりますが、

雪

崩

道の中

には、

雨

樋のような浅

いＵ字型

の横断

面

になるも

のがあります

。

これは斜面の

雪

がゆっく

りと

動

いたり、地

表

面との境

界

をすべり

面

とする

全層雪崩に

よって積雪が急速に

移動したりすることによって、

植生が破

壊されます

。

そして

主

に

雪崩

が風化で

もろくなった

岩

をはぎとった

り、

雪に

巻

14

中宮展示館雪崩被害

雪崩

アバランチ･シュート

(雪

崩の通り

道)

中宮展示館を襲った雪崩



き込まれた

岩片によって岩肌

を削

っ

たりします

。

そうすると断面が丸く窪んだ

Ｕ字

型

の断面になっていきます。

　

この地形をアバランチ・シュート(avalanche chute)といいます。アバランチ

は雪崩のことで、シュートは

溝の

ことです

。

この地形のできかたについてはま

だよく分かっていない

面

もありますが、アバラン

チ

・シュートが雪崩と密接に

関係しているのは

間

違いありません

。

蛇谷をぬって

走る

白山スーパー林道から

は、この地形をよく観察することができます

。

丸く窪んだむき

だ

しの

岩肌は、一種

独特の風

景

を

つくって

います｡ただ、雪崩が発生する斜面すべてにこのよ

うな地形が発達するとは限りません。アバランチ・シュートが分布するのは、

硬い岩質

のところに多いようで、当地域の地質もこの

硬

い凝

灰岩

であることが、

この地形の発達に貢献しているようです。

　

また、

「筋

状地形

」

といってごく小さな

溝(

幅、深さとも

数ｍ

程度)雪崩

道

が流域

部の

標

高が

低いところで

見

ることもできます。

　　　　　　　　　　　　　　　

アバランチ・シュート

左目で左側の写真を右目で右側の写真を見て､同じ所を重ね合わせるようにすると立体的に見えます．
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　昭和９年の土石流段丘の

ような、

一回の

洪水によっ

てできたごく小

規模な

段

丘と

は違い、

長

い年

月

をかけ

て形成され、規模が

大

きく、

人

々

の生活面として

利用

さ

れている段

丘

が

手取

川に

発

達しています。

　

河

成段丘は、

い

ま

まで川

の

堆積作用

や

側方侵食作用

河成段丘

段丘

礫層

によって

平

地をつく

っていた

川が、

土

地の隆起などにより

下方侵食作用

を受け

ることになり、かつて川が流れていたところ(河床)や氾濫が起こっていたとこ

ろ(

氾濫原)

が

掘り

込まれ、川沿いにで

きた高台

のことです

。

河岸段

丘

ともいい

ますが、

川の

はたらきによ

って

できたことを強調し

て

いう場

合

は、河

成段丘

と

いったほうが

正確

です

。平坦な面

(段

丘面

；もとの河床や氾濫原

)と川が堀

り込

んでできた

崖(段丘崖)で一つの

セットになります

。

一般に

高い

ところの

面が古

い段

丘です。

段

丘面

は、もともと川の流れていた

所

が陸地になるわけですから

多くの場

合

、

表

面に川が運んできた砂や

石

を

含ん

だ

層(段丘礫層)を載せて

いま

す

。含

まれている

石

はその

上

流から運ばれてくる際に

角が

徐々に取れて

丸

くな

16
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るので、段丘

礫層

は

丸

い石を含んだ円

礫層と

なる場合がほとんどです。

　

手

取

川においてはこの河成段

丘が鶴来から上流に

かけて、本流沿い、

大

日川

や尾添川などの支流に広がりを見せています。この段丘

面

は、

大

きく６段に分

かれているようです。このうち段丘の発達がよい鶴来付近には５段の段丘が発

達しています。高位の段丘ほど形成時期が

古

く、段

丘

化してから

長

い時間侵食

を受けるので形がいびつになったり面積的に小さくなりやすく、鶴来付近にお

いてもその様

子

が

見

て取れます。

逆に

形成時期の新しい低位の段

丘面

は

面

積的

にも広く

上

流部にかけ、きれいに発達しています。この段丘

面

にに山麓のほと

んどの集落があり、

農業が

営まれるなど、大事な生活の場になっています。

　

現

在の手

取川は、この新しい段

丘面

を

掘り

込んで流れています。特に牛

首川

と尾添川が合流する瀬戸野付近からは段丘

面

を深く掘り込んで、絶壁が何km

も続いています。古くから

景

勝地として知られている所で、通称“

手

取峡谷¨

といわれています。
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甌　

穴

　手取川

の流れは、

中

流域で他にも特徴的な地形を形成します。

手取峡谷

やそ

こから少し

下

流に

下った

あたりで、

大

小様々の穴を

手取

川の河床で

見

ることが

あります穴の

大

きさは、

大

きなもので

数ｍ

に達するものもあります

。

これら

の

大

小の穴は、いわゆる

甌

穴と呼ばれているもので、ポットホール

(p

ot hole)

ともいいます｡

　甌穴

は河川にできた岩の小さなくぼみが、そこに発生する流水の渦と取り込

まれた小石によって選択的に深く侵食され、

発

達したものです。

甌

穴の中には、

丸い石が残

って

いるの

が見

られることがあります

。一

般に、滝の

下

や

急流

の河

川に形成されるといわれていま

す。

　

かつての河床で形成された

甌

穴が、現

在の

地

表面

である河成

段

丘上で見

られることがありま

す｡その

一つ

は鳥越村

釜

清水に

ある弘法池で、直径が約

１

ｍ、

深さが約２ｍあります。地

下

水

が湧き出しており、

全国

的にも

めずらしいものです｡湧水

量

は

一日

約30

ｍ3

あるといわれていま

す｡その

昔

、弘法

大

師が老婆か

ら受けた親切のお返しとして、

杖を岩に突き刺したところに水

が湧き出してきたという、伝説

があります

　

昭和60年(

19

85

)

に

環境庁の

名水百選

の一つに

選ば

れています。

甌

穴

弘法池
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手取川扇状地

　

山間地を流れ

下っ

た手取川も鶴来から先は平地に出てきます。川幅は広がり、

水深は浅くなって、流速が減少します。それとともに

上

流から運ばれてきた土

砂も、ここに堆積していきます。堆積は特に洪水時に顕著に行われます。昭和

９年の水害時には堤防が決壊して

大

量の土砂が堆積しました(この時、扇状地

でも大変な被害がでています)。洪水流は低いところを求めてその流路を変え、

次々と埋めていきます。これが繰り返されていくうちに扇状地ができあかって

いきます。手取川は、まさにその平面形が扇形をし、同心円状に等高線が連な

るみごとな扇状地を作っています。

　

長さ14.5km、最大幅19.0km、面積は

11

7.2km2になります。氷河時代末期には、

海岸線はまだ沖合いにあり、もっと大きな扇状地であったようです。

　

現在の流路(本流)は、鶴来で流路方向を西に

大

きく変え、扇状地の南端を流

れています。しかし、もともとはもう少し北の方向へ流れていたものが徐々に

南の方へ本流を変え、最終的に現在の扇状地の南端まできてしまったようです。

有史以来の記録を見ても本流が南へ移動していったことが分かります。農業用

水などに利用されている七ヶ用水は、この手取川の旧本流であったといわれて

います。
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手取川扇状地の地形

等高線が同心円状につらなり．水系が

網の

目のようにひろがっている．

　

またこの扇状地上にある昔からの集落の名前には、「森島」、「中島」、「舟場

島」といった島という地名のつく集落がたくさんあります。これは扇状地上の

微高地（自然堤防）だったところに家をたてて、少しでも水害の害から免れよう

としたものと思われ、「島集落」と呼ばれています。また、両岸につくられて

いる堤防は、河道を完全に締め切っているわけでなく、上流側に開いた「ハの

字型」をして連なっています。洪水の時に川からあふれた水をいったん外へ出

して、水流の勢いを抑えようというもので「霞提」といい、戦国時代に武田信

玄が釜無川でつくったものが有名です。

　

手取川は、この扇状地上でも頻繁に水害をもたらしてきたわけで、先人が洪

水から身を守るための工夫の一端を知ることができます。
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お

　

わ

　

り

　

に

　

手取川流域にあるいろいろな地形について紹介してきました。扇状地のよう

な大きなものもあれば

甌

穴のように小さなものもあります。別当くずれのよう

に一瞬にしてできたものもあれば、河成段丘のように何万年もの

長

い年月をか

けてできたものもあります。美しい峡谷や崩壊で荒廃しているところなどさま

ざまです。

　

これらの地形のでき方については、なかなか理解できにくい

面

もあるかもし

れません。「あんなでかい岩が本当に動いたのだろうか」、「石はいつのまに丸

くなっていくのか」などなど。

　

人間の一生の中で

、

大きな地形変化に

立

ち会えることは少なく、タイムスケ

ールがぜんぜん違ったりするので仕方がないことかもしれません。しかし、そ

れを解き明かすことにまたおもしろみがあります。

　

地形について少しでも興味を持っていただければ幸いです。

白山の自然誌

　

18

手取川の地形

文

・構成

発

　　

行
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刷
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